
令和６年度国民保護共同実動訓練概要

想定の特徴
スポーツ大会会場にて、テログループによる化学テロ、
爆破テロ未遂事案発生。犯人は事案発生後、逃走。

備考（過去の実績） Ｈ17・18・26：共同図上訓練、Ｈ23：共同実動訓練

【第２事案】
玄関付近で爆弾
が発見される

【第１事案】
ドローンを

用いて神経剤を散布

日 時 令和６年５月３０日（木）1300～1620

場 所 佐賀市内（サンライズパーク、避難所）

目 的

国民保護法、佐賀県国民保護計画及び佐
賀市国民保護計画に基づき、緊急対処事態
発生時における県民の生命・財産を守るた
めに必要な県及び市の対応能力の向上及び
関係機関との連携の強化を図る。

主要訓練

項目

①初動対処訓練
②応急救護訓練
③負傷者搬送訓練
④現地調整所設置・運営訓練
⑤避難施設運営訓練

参
加

機
関

国
内閣官房、消防庁、陸上自衛隊第４師団
（第16普通科連隊、第４特殊武器防護隊、
第４飛行隊）、自衛隊佐賀地方協力本部

地方

公共団体

佐賀県、佐賀市、佐賀県警察、佐賀広域消
防局、唐津市消防本部、鳥栖・三養基地区
消防事務組合、杵藤地区消防本部、伊万
里・有田消防本部

指定地方
公共機関
等

佐賀県医療センター好生館、佐賀大学医学
部付属病院、NHO嬉野医療センター、日本
赤十字社佐賀県支部、NHO佐賀病院、
SAGAサンシャインフォレスト、NTTドコ
モ株式会社

訓練統監 副知事（防災監）

訓練方式
状況付与型のロールプレイング方式
（シナリオ提示型）

訓練の公開
公開
（住民等一般の参観は受付ない）

出典：OpenStreetMap
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